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釈
摩
訶

衍
論
に
お
け
る
覚

の
特
異
性

に
つ
い
て

一
一

四

山

下

善

永

『起
信
論
』
註
釈
書

の
中
で
も
龍
猛
菩
薩
造
、
筏
提
摩
多
訳

と

せ
ら

れ
る

『
釈
摩
訶
衍
論
』
(以
下

『釈
論
』)
は
特
異
な
論
書
で
あ
り
、
こ
の

点
に
関

し
て
解
釈
分
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、

一
つ
に
本
覚
始
覚

の
二
覚

の
解
釈

に
お
い
て
所
詮

の
真
如
、
虚
空
の
四
種
の
法
を
導
き
出
し
、
そ

れ
ぞ
れ
清
浄
と
染
浄
の
二
法
に
区
別
し
て
い
る
点
を
指
摘
で
き
る
。

今
回

の
考
察
に
お
い
て
は
以
上
の
特
異
性
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ

の

成
立
以
降

『
起
信
論
』
理
解
の
代
表
的
註
釈
書

で
あ
り
、
又

(三
細
六

鹿
、
四
相
の
配
当
等
)
(
1
)

『釈
論
』

の
成

立

に
密
接
に
関
わ

っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ

る
法
蔵
撰

『大
乗
起
信
論
義
記
』
(以
下

『義
記
』)
と
比
較
考
察

す
る
こ
と
に
よ
り
、
『
釈
論
』

の
解
釈

の
特
異
性
を
示

し

つ
つ
、
そ
の

解
釈
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
、
『
釈
論
』
の
思
想
の
整
合
面

(特
に

解
釈
分
の
相
互
関
係
)
よ
り
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

ま
ず
考
察
に
先
立

っ
て
今
回
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
従
来
以
上
の
染

浄
法
に
対
す
る
清
浄
法
を
真
如
門
と
の
関
わ
り
で
理
解
、
体
系
化
す
る

試
み
が
あ
り
、
(
2
)

こ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

比
較
考
察
す
る

『
起
信
論
』
本
文
を
提
示
す
る
な
ら
以
下
の
部
分
で

あ
り

＠
所
言
覚
義
者
謂
心
体
離
念
離
念
相
者
等
虚
空
界
無
所
不
遍
法
界

一
相
即
是

如
来
平
等
法
身
依
此
法
身
説
名
本
覚

b何
以
故
本
覚
義
者
対
始
覚
義
説
以
始
覚
者
即
同
本
覚

c始
覚
義
者
依
本
覚
故
而
有
不
覚
依
不
覚
故
説
有
始
覚
(
3
)

(以
下
要
旨
を
示
す
な
ら
ば
)
ま
ず
＠
を
釈
し
て

『義
記
』
は
、
本
覚
に

つ
い
て
妄
念
無
く
、
大
智
慧
光
明
の
義
等
が
あ
り

(「等
虚
空
」)、
虚
空

の
二
義

(周
遍
義
=
「無
所
不
遍
」、
無
差
別
義
=
「法
界
一
相
」)
に
よ
っ
て

喩
え
て
お
り
、
そ
れ
が
法
身
の
覚
で
あ
る
と

い
う
。
(
4
)

一
方

『釈
論
』
に

よ
れ
ば

「
心
」
と
は
自
性
清
浄
心
、
「体
」

は
本
有
法
身
の
体
と

釈

し

「念
相
を
離
れ
た
り
」
と
は
清
浄
の
義
、

つ
ま
り
五
有
為

(「念
」
=根
本

無
明
、
「相
」
=
四
相
)
を
離
れ
た
方
で
あ
る
と
し
て

「
心
体
は
念
相
を
離

れ
た
る
者
」
と
訓
じ
て
清
浄
本
覚

の
人
を
明
か
す
も

の
で
あ

る

と
釈

し
、
更
に
清
浄
本
覚
の
詮
す
る
と
こ
ろ

の

清
浄
虚
空

(「虚
空
界
と
等
し

く
遍
ぜ
ざ
る
所
無
し
」)
及
び
清
浄
真
如
法
界
と

一
相
で
あ
る

(「法
界
と
一

相
な
り
」)
と
こ
ろ
の
如
来
法
身
で
あ
る
と
釈

し
て
い
る
。
(
5
)
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続

い
て
b
に
つ
い
て

『
義
記
』
は
覚
と
本
覚
の
二
様
に
説
か
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
本
覚
は
始
覚
に
対
し
て
相
対
的
に
説
か
れ
る
も
の
で
あ

り
、

(「本
覚
は
始
覚
に
対
し
て
説
く
」)
又
、
初
め
に
覚
義
が
示
さ
れ
る
の

は
、

心
源
に
至
る
時
、
本
始
不
二
の
故

(「始
は
即
ち
本
に
同
ず
る
を
以
っ

て
」)
で
あ
る
と
釈
し
て
お
り
、
(
6
)

こ
れ
に
対
し
て

『
釈
論
』
は
本
来
成
の

清
浄

本
覚

に
対
し
て
、
清
浄
始
覚
が
大
智
力
、
大
定
力
に
よ
り
常
恒
に

過
患
を
退
治
し
つ
つ
も
、
無
量
の
功
徳
を
円
満
し
て
い
る
も

の
で
あ
る

と
し
て
両
者
を
区
別
し
つ

つ
も
、
(「本
覚
の
義
は
始
覚
に
対
し
て
説
く
」)

自
然

の
始
覚

(清
浄
始
覚
)
は
本
覚

(清
浄
本
覚
)
に
同
ず
る
も

の
で
あ

る
と
釈
し
て
い
る

(「始
覚
と
は
即
ち
本
覚
に
同
ず
る
を
以
っ
て
」)。
(
7
)

cに
つ
い
て

『義
記
』
は
本
覚
よ
り
動
じ
て
不
覚
が
成
ず
る
も
、
本

覚
の
内
重
習
力
に
よ
り
始
覚
が
生
じ
、
究
竟
じ
て
本
覚
に
同
ず
る
、
と

釈
す

の
に
対
し
、
(
8
)

一
方

『釈
論
』
に
お
い
て
は
離
性
の
二
覚
を
示
す
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
「
本
覚
に
依
る
が
故
に
而
も
不
覚

あ

り
」
と
は
離

性
の
本
覚
、
「不
覚
に
依
る
が
故
に
始
覚
あ
り
」
と

は
離
性
の
始
覚
を

示
し
た
も

の
で
あ
る
と
釈
し
て
い
る
。
(
9
)

以
上
の
よ
う
に

『義
記
』
に
お
い
て
は
虚
空
に
も
喩
え
ら
れ
る
本
覚

に
も
と
づ
き
な
が
ら
も
始
覚
不
覚

の
三
者

の
相
対
的
関
係
に
よ
る
理
解

を
示
す
が
、

一
方

『釈
論
』
に
お
い
て
は

『義
記
』

に
釈
に
お
い
て
喩

、兄
で
あ

っ
た
虚
空
や

(そ
の
義
で
あ
る
)
法
界

一
相
を
清
浄
本
覚

の
所
詮

の
理
と
し
て
の
清
浄
虚
空
、
清
浄
真
如
と
し
て
導
き
出
し
、
更
に
清
浄

始
覚
を
含
め
て

一
相
、
或
い
は
不
離
と
し
て
相
互
関
係
が
示
さ
れ
、
更

釈
摩
訶
衍
論
に
お
け
る
覚
の
特
異
性
に
つ
い
て

(山

下
)

に
離
性

(染
浄
)
の
義
が
説
か
れ
た
も

の
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
両
註

書
は
異
な
る
理
解
を
示
し
て
い
る
。
で
は

『釈
論
』
に
お
い
て
以
上
の

よ
う
に
清
浄
法
が
染
浄
法
に
対
し
て
区
別
さ
れ
る
の
は
、
い
か
な
る
意

味
を
も

つ
の
か
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
解
釈
分
に
思
想
的
整
合
性
を
求

め
る
場
合
、
『釈
論
』
に
お
い
て
は
摩
訶
衍
=
所
入
法

と
解

釈
す
る
こ

と
に
も
関
連
し
て
、
解
釈
分
全
体
の
構
想
を
真
生
二
門

の
み
な
ら
ず
四

法

(体
大
摩
訶
衍
、
三
自
摩
訶
衍
、
真
如
門
、
生
滅
門
)
の
釈

と
す
る
点
で
(
1
0
)

特
異
的
で
あ
り
、
四
法
の
う
ち
染
浄
の
生
滅
門
に
対
し
て
浄
法
で
あ
る

真
如
門
を
対
比
さ
せ
て
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
が
、

一
方
、
四
種
の
清

浄
法
が
染
薫
を
受
け
、
染
浄
法
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
生
滅

門

の
所
依
で
あ
る
三
自
摩
訶
衍
に
対
応
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
こ

の
三
自
摩
訶
衍
と
は
立
義
分
に
お
い
て
、
門
相

(能
入
門
11
生
滅
門
に
お

け
る
あ
り
方
)
に
よ
り
名
相

(自
体
自
相
自
用
)
が
建
立
さ
れ
る
も

の
で

あ
り
、
(
1
1
)

又
こ
の
自
と
は

一
切
清
浄
法
で
あ
る
こ
と
よ
り
(
1
2
)

解
釈
分
に
お
い

て
は
生
滅
門
に
お
け
る
本
覚

の
あ
り
方
、
三
大
義
を
中
心
と
し
た
対
応

が
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
解
釈
分
に
お
け
る
整
合
性
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
略
説
分
に

は

「真
如
門

の
理
は
理
自
ら
理
な
る
が
故
に
、
生
滅
門
の
理
は
智
自
ら

理
な
る
が
故
に
」
(
1
3
)

と
し
て
真
如
門

の
理
に
対

し
、

生
滅
門

の
理

(所
入

法
)
の
あ
り
方
が
理
智
に
よ
り
説
明
さ
れ
て

お
り
、
四
種
の
清
浄
法
と

の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
真
如
門
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

は
、
清
浄
本
覚
の
説
明
に
お

い
て

「
清
浄

本
覚
従

本
已
来
不
生
不
滅

一
一
五
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釈
摩
訶
衍
論

に
お
け

る
覚

の
特
異
性

に

つ
い
て

(山

下
)

非

建

立
有
立
有

非

誹
謗
無

(中
略
)
言
語
道
絶
心
行
塵
滅
…
」
(
1
4
)

と

真
如
門
的
な
解
釈
が
示
さ
れ
る
も
の
の
、
「真
如
門

の
中

に

は
差
別
の

相
無
く
、
平
等
平
等

一
味

一
相
に
し
て
独
り
真
如

の
浄
法
界
の
み
存
す

る
が
故
」
(
1
5
)

と
あ
る
よ
う
に
、
真
如
門
=
同
相
門
で
あ

っ
て
も
清
浄
法
を

理
智
に
分
け
る
こ
と
や
、
又
熏
習
の
義
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。

こ
れ

に
対
し
て
生
滅
門
の
三
大
義
に
お
い
て
は
、

人
法
体
用
理
智
平
等
無

差
別

故
、
謂
法
身
応
化
之
三
身
及
実
仮
仮
之
二
理

平
等

一
体
無

差
別

故
、
自
性
本
身
及
枝
末
身
平
等

一
体
無

差
別

故
、
能

証
正
智
所
証
如
理
平
等

一
体
無

差
別

故
(
1
6
)

と
あ

り
、
理
智

の
み
な
ら
ず
人
法
体
用
に
よ
り
平
等
な
る
所
入
位
の

内
容
が
説
示
さ
れ
、
異
相
に
よ
り
平
等
を
説
く
点
で
整
合
性
が
み
と
め

ら
れ
る
が
、
す
で
に
清
浄
本
覚
=
法
身
で
あ
り
、
三
身
所
証

の
理
と
は

染
熏
を
離
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
体

(自
性
身
)

用

(枝
末

身
)
の
関
係
に
清
浄
本
覚

(過
患
を
退
治
す
る
)
清
浄
始
覚

の
関
係
に

対
応
す

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
よ
り
、
整
理
す
れ
ば
、

以
上

の
整
合
性
の
裏
付
け
と
し
て
、
生
滅
門
に
お
い
て
は

「不
生
不

滅
」
を
釈
し
て
四
(
1
7
)

無
為
を
導
き
出
し
四
種
の
清
浄
法
と
対
応
さ
せ
て
い

る
。
尚

『釈
論
』
に
は

「
一
切
功
徳
唯

一
、
自
作

一
、
終
異
自
不

能

作

一
、
所
以
者
何
、

一
法
界
故
。
」
(
1
8
)

と
あ
る
よ
う
に
生
滅
門
に
お
け
る

一
一
六

清

浄

法

は

在

纏

(染
浄

に
対
す

る
あ
り
方
=

自
)

の

み

な
ら

ず

出

纏

の
あ

り

方

に
も

対

応

し

て

い

る

と

い
え

る
。

以

上

の

よ
う

に

『
釈

論

』

に

お

い

て
四

種

の
法

に
清

浄

と

染

浄

が

区

別

さ

れ

る

の
は
、

染
浄

の
生

滅

門

に
対

し

て
所

依

で
あ

り

所

入
法

で
あ

る

三
自

摩

訶

衍

を

清
浄

法

と

し

て
区

別

す

る
も

の
で
あ

る
が

、

更

に
同

じ
浄

法

平

等

相

を

説
く

真

如

門

に
対

し

て

は
、

異

相

を
前

提

と

す

る

点

で
簡

異

す

る

こ

と

が

で
き

る
。
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